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世界から必要とされる日本人でありたい

アライアンス・フォーラム財団 代表理事
国連経済社会理事会常任諮問団ＩＩＭSAM
特命全権大使兼国連ＷＡＦＵＮＩＦ代表大使

- 1 -

かつて、エルサルバドルなどの中央アメリカの考古学の研究に没頭していた頃、

深刻な貧困を目の当たりにしてきました。以来、欧米を中心に活動してきました

が、祖国である日本が先進国のみならず、途上国に対して何ができるかをずっと

考えてきました。

国連加盟国１９２カ国の内５０カ国は後発発展途上と呼ばれ、教育と医療が不十

分であるがゆえに経済活動も起こりにくく、非常に低い所得で生活をせざるを得

ない状況におかれています。こういった問題を解決するために、政府が行ってい

る支援を補完できるような民間による支援のあり方に関心を持って考えてきまし

た。そこで、アジアの最貧国の一つであるバングラデシュにおいて、地元最大の

ＮＧＯであるＢＲＡＣと組み、現地にワイヤレスブロードバンドの会社（bracNet社）

を立ち上げ、まず本業で利益を上げながら、ＸＶＤという次世代の画像圧縮技

術を使って遠隔医療や遠隔教育を行えるインフラを作ろうとしています。この技

術を用いれば途上国の貧弱な通信インフラ環境においても安定した映像を送る

ことが可能です。また、株式の4割を持つＢＲＡＣが収益の4割を直接ＢＲＡＣ本来

の目的である現地の生活水準の向上に使うことができる画期的なシステムで、

「事業」としての途上国の自立に向け有効性が期待できます。

アフリカの場合、上記のような事業としての貧困問題の解決以前に、栄養不良

による飢餓の問題が深刻です。小麦などの炭水化物の支援を受けていても、タ

ンパク質やミネラル、ビタミンの不足といった栄養問題への対策が不十分である

ことがわかってきました。そこでアライアンス・フォーラム財団では、バングラデ

シュの事業と並行して、栄養不良改善のために高タンパク質の「スピルリナ」とい

う食用微細藻を用い解消しようとするプロジェクト（スピルリナ・プロジェクト）の計

画を立ち上げました。スピルリナは、タンパク質に加えビタミン、ミネラルなどがバ

ランスよく含まれています。また、牛肉やダイズなど他のタンパク源を得るには多

量の水を必要とするのに対し、スピルリナは少量の水、高温、高塩水、高アルカ

リ性の過酷な環境下でも生育が可能です。

アライアンス・フォーラム財団は、スピルリナの普及・啓蒙を目的とした機関であ

る国連経済社会理事会常任諮問団ＩＩＭＳＡＭと共同で、アフリカの国々にスピ

ルリナを届ける取り組みを２００８年１月に開始しました。国連ＩＩＭＳＡＭ日本次席

代表がアライアンス・フォーラム財団途上国支援事業部門と協力してアフリカ５３

カ国の駐日大使に直接働きかけて話し合いを進めました。夏にはザンビア、ボツ

ワナ、モザンビークの３カ国に絞り込み、８月に国連調査団を率いて対象国の関

係閣僚や民間ＮＧＯの代表らに会いました。地元の実情に合わせて問題を解決

する仕組みを作り、今年の夏には対象国の１つであるザンビアにおいて、スピル

リナを現地の子供たちや必要としている人たちに、どのようにすれば無理なく提

供できるのか研究するための派遣を行います。日本から医・看護学生などの若

者に本プロジェクトに参加していただき、世界を広い視野で捉え、真の意味での

命の尊さを実感してもらうこともプロジェクトの目的の一つです。今回のプロジェク

トでは国連ＷＡＦＵＮＩＦ日本アジア機構と連携し、国連旗の下における安全で

効率的な民間の途上国支援を進めてまいります。

さらに、本プロジェクト派遣先において、地道に活動を続けている現地ＮＧＯや

日本からのＮＧＯとも連携を取り進めております。今回のプロジェクトを通じて、世

界中から必要と思われるような人材が一人でも多く育つことを願ってやみません。
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アライアンス・フォーラム財団 途上国支援事業部門

ＷＡＦUＮＩＦ
The World Association of Former United Nations

Interns and Fellows

・唯一の国連横断組織
・国連各組織ＯＢ及び国連各組織代表で構成
・意思決定は理事会及び総会

大学、
研究機関

自治体、
行政

民間企業

国連ＷＡＦUＮＩＦ日本アジア機構

International Organization (Japan Asia) for WAFUNIF

日本、東アジア地域の国内組織(独立団体)
途上国を支援し、途上国からも学ぶしくみ

インターン候補受入れ

インターン派遣紹介

国連組織

・ＩＩＭＳＡＭ（途上国支援のための国連政府間機関）
・ＵＮＣＴＡＤ（国連貿易開発会議）
・ＵＮＩＤＯ（国連工業開発機関）
・ＵＮＤＰ（国連開発計画）
・WHO（世界保健機関）
・ＦＡＯ（国連食糧農業機関）
・ＵＮＥＳＣＯ（国連教育科学文化機関）
・ＷＢ（世界銀行）
・ＩＦＣ（国際金融公社）

国連関係者との交流

ＮＧＯ組織

ローカルパートナー BRAC： 世界最大のNGO

事業規模303百万ドルを誇る世界最大のNGO

経済開発プログラム
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冷凍倉庫
大学 職業訓練

78の診療所で31百万人以上をカバー

保健・教育支援プログラム

貧しい女性と子供達を対象とし、貧困の緩和と貧困者

の自立支援を目的として幅広く自立事業を展開。

７百万人の雇用を生み出し、マイクロファイナンスでは
会員約５百万人を擁する（99.5%は女性）。

支援
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４万8千校で１百万人超が学ぶ

初等教育
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バングラデシュのＢＲＡＣなど世界のＮＧＯ組織

（例１）医学部学生が途上国
で命を助ける手伝いをする

【例２）遠隔医療や遠隔教育
のプロジェクトに参加する

（例1）マイクロクレジットの
方法を学ぶ

（例2)農業振興の手伝い
をする。

（例1）飢餓に直面した国に
対しスピルリナ等の栽培の
支援をする。

（例2)新しい無膳技術によ
る情報通信インフラ構築の
プロジェクトに参加する。

インターン派遣

インターン派遣

アライアンス・フォーラム財団途上国支援事業部門は、国連機関のIIMSAMやWAFUNIFを支援することで、途上国の継

続的で、自立的な発展を促すひとつの道筋を切り開いて行きます。これらの実現には、政府、企業、大学、研究所、財団

などの民間組織の方々のご協力が必要になってきます。それは、民間主体で「新しい時代の新しい国際貢献」のあり方を

日本が世界に発信できる、大変良い機会となるでしょう。

アライアンスフォーラム財団 途上国支援事業部門

国連経済社会理事会常任諮問団IIMSAMを支援し
スピルリナ・プロジェクトを展開

国連経済社会理事会
常任諮問団 IIMSAM 日本代表部

途上国で深刻な栄養不良による飢餓対策として
スピルリナの普及と啓蒙に努める国連政府間機関

ＩＩＭＳＡＭ
Intergovernmental Institution for the use of 
Micro-algae Spirulina Against Malnutrition

国連関係者との交流

・ ザンビア共和国
・ モザンビーク共和国
・ ボツワナ共和国

第一回 スピルリナ・プロジェクト対象国

対象国
選定

支援

支援

情報交換

財団の特徴

１．国連の旗の下における途上国支援

２．民間による途上国支援

民間の力を活用した途上国支援活動を行っています。

国連旗の下、安全で効率的な民間による途上国支援を進めます。

2007年1月、アライアンス・フォーラム財団代表理事

の原丈人 （はら じょうじ）が、国連経済社会理事会

常任諮問団 IIMSAM の特命全権大使の命を受け、

東京にIIMSAM 日本代表部を設立しました。
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(例2)新しい無線技術による
情報通信インフラ構築のプ
ロジェクトに参加する



スピルリナ・プロジェクト

今回の派遣プロジェクトでは、ザンビアにスピルリナを持って行き、現

地の食文化と適合するにはどうすればよいか、現地の人と協力して最

も適切な提供方法を研究することが目的です。

このプロジェクトはアフリカを単に体験するというだけではありません。

途上国の抱える様々な問題を事前に調べ、現地で実際に見て、自分

たちに何ができるか、考える機会を持ってもらうためのプロジェクトでも

あります。また、現地の医療現場の視察を予定しています。

今回のプロジェクトは単なる「カネ」や「モノ」だけでない援助とは何か、

再考するよい機会になるでしょう。

スピルリナとは？ スピルリナで何が出来る？

写真左：深刻な栄養不良に苦しんでいる子供

右：スピルリナを与えて90日後の同じ子供

（国際連合世界保健機構 (WHO),

Geneva, Switzerland, June 8th, 1993)

人類の死亡原因の第1位は栄養不良によるものです。多くの人が

栄養不良やそれがもとで悪化する疾病に苦しんでいます。現在Ｗ

ＦＰや国連をはじめ多くの機関でパンやご飯、トウモロコシといった

炭水化物を中心とする食糧支援が行われています。ただ、炭水化

物だけでは栄養不良の改善は不十分でタンパク質やミネラルと

いった必須栄養素の補給が欠かせません。

タンパク質といえば、牛肉をはじめとする肉や魚介類が思いつき

ますが、これらよりも効率的にタンパク源を摂取することができる食

べ物としてスピルリナが期待されています。

スピルリナは、螺旋形をした大きさが0.5mmほどの栄養豊富な緑色の食用藻です。

約35億年前に誕生し、灼熱の時代、氷河期を生き延びてきた大変生命力のある強い生物です。

タンパク質、ビタミン、ミネラルを多く含み、特にタンパク質含有量が65～70％と非常に高い上に、アミノ酸スコアは100と鶏

卵・牛肉と同じ数値を示す理想的なタンパク源です。また、その栄養成分の消化率は95％と高いことも注目されています。
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